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Fabrication of unmanned operation device for car collision experiment 
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3.3 実証実験３回目（2018年 11月 3日） 
３回目の実験では，阻止柵の効果を比較検証する
ため，①単管バリケード，②阻止柵タイプＡ，③阻
止柵タイプＢ にそれぞれ車両を突入させる方法
で行った．車両は３台用意し（ダイハツ ＭＡＸ，
トヨタ ＶＯＸＹ，トヨタ ＮＯＡＨ），それぞれ
に無人運転システムを搭載した．この実験で使用し
たのが前述の回路である． 
図２が突入させた柵３種である．左手奥側より，
①単管バリケード，②阻止柵タイプＡ，③阻止柵タ
イプＢ である．①単管バリケードは阻止柵ではな
く，効果の比較検証のため車両を突入させた．②阻
止柵タイプＡは垂直に立ちあがったバリケードと
その手前のゴムマットから成っている．③阻止柵タ
イプＢは②阻止柵タイプＡに加えて，バリケード部
分に車両の運動エネルギーを吸収するためハニカ
ム状の衝撃吸収部材を装着したものである． 
①単管バリケードにはダイハツ ＭＡＸを突入
させた．予想通り車両の阻止機能はないに等しく，
また車両の突入により単管が飛び散るといった危
険な結果になった．
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図 2 阻止柵３種
②阻止柵タイプＡにはトヨタ ＶＯＸＹを突入
させた．②阻止柵タイプＡは垂直に立ちあがったバ
リケード部分で車両の慣性エネルギーを受けつつ，
バリケード部分に連結された，車両のホイールベー
ス長をカバーする長さのゴムマットに車両を乗り
あげさせ，ゴムマットと路面の摩擦で車両の運動エ
ネルギーを消散させることを意図している．実験で
は突入する際の右側の車輪をゴムマットに乗せら
れず，片側だけに制動がかかり車両は大きくスピン
した．一定の制動の効果はあったが，突入から停止
するまで何ｍの緩衝距離が必要であるといった定
量的データは得られなかった． 
③阻止柵タイプＢにはトヨタ ＮＯＡＨを突入
させた．今回はバリケード中央部分に突入でき，ま
た衝撃吸収部材の効果もあり，大きな阻止効果を確
認できた．時速４０km程度での突入で，バリケード
自体の移動距離は６ｍ程度であり，定量的な阻止効
果を確認できた． 
 
4.まとめ 
「寒地型伸縮式車両阻止柵」実証実験に供するた
め，車両に簡易に装着でき，市販のラジコンを用い
て操作できる無人運転システムを製作し，実証実験
にて作動を確認した．アクセル，ブレーキを圧縮空
気を動力源として操作するシステムであり，アクセ
ルべた踏み，フルブレーキを操作の基本とするが，
衝突実験という用途には十全な機能を果たすこと
を確認した．改良を加えられ進化する阻止柵と歩調
を併せ突入実験を行ってきたが，柵が効果を発揮で
きるにせよできないにせよ，十分に危険な実験であ
るため，無人運転装置の有用性を実感している． 
今後は，エアシリンダ作動時の踏力，シリンダス
ピード，またそれらの変化などを測定し，装置のパ
ッケージング化を行う予定である． 
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